
 

 

 

 

 

 

 

第 8 回 医療の質・安全学会学術集会 

開 催 趣 意 書 
  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

会 期： 2013 年（平成 25 年）11 月 23 日（土）、24 日（日）  

会 場： ビッグサイト TFT ホール（東京都江東区有明）  

会 長：  清水 利夫（国立国際医療研究センター病院 副院長 医療安全推進部長）  

  



 

―ご挨拶― 

第 8 回 医療の質・安全学会学術集会  

会  長          清水 利夫  

   国立国際医療研究センター病院 副院長 医療安全推進部長  

 

謹啓 

 頌春の候、貴社ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素よりご高配を賜り、

厚くお礼申し上げます。特に医療の質・安全学会 第７回学術集会においては格別のご支

援を賜りありがとうございました。 

 さて、医療の質・安全学会では、第 8 回学術集会を 2013 年（平成 25 年）11 月 23 日（土）､

24 日（日）の両日、｢チームで良くする医療の質、質を支える安全学｣をテーマにビッグサ

イト TFT ホール（江東区有明 3 丁目）にて開催する予定となりました。 

 ご承知の通り、本邦では急速に高齢化社会を迎えつつあり、医療機関が提供すべき医療

はますます複雑化かつ高度化しております。もともと医療は一人の医師によって提供でき

るものではなくて看護職、薬剤師など多数のスタッフが関わっているものですが、近年は

リハビリ、社会福祉士、介護関係者、家族なども加わったチーム医療が求められています。

更に申しますと製薬会社から提供される薬、医療機器メーカーによって作られる検査機器、

治療機器などなくして質の高い医療は提供できません。第７回学術集会で｢社会技術として

の医療｣に焦点をあてたのにはこのような背景もあったと解釈しております。 

 当学会の大きな特色は医療の質・安全の向上を目指して医師、歯科医師、看護職、薬剤

師、臨床工学技士、検査技師、放射線技師、社会学者、工学系研究者など各界の多職種が

参画していることです。そのことは医療の質・安全領域では社会に対して提言をしていく

責務も持ち合わせていると言えます。 

医療における安全は基本中の基本ですが多職種多人数が関わる医療現場では更に一層、

間違えにくい薬、誤操作の起きにくい医療機器が望まれています。広い意味で社会的医療

チームを形成する貴社をはじめとする企業からの積極的な提案を期待しております。 

 第 8 回学術集会では会員と各界からのご提案をもとに多彩な企画を用意して、ますます

複雑化高度化しつつある医療現場の安全向上に向けて議論を深め、より良い医療の提供が

なされるように努力していく所存です。 

 つきましては、本学術集会開催の趣旨をご理解いただき、格別のご支援を賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

  

  



第 8 回 医療の質・安全学会学術集会 

開催概要 
 

１．開催要項  

会 期： 2013 年（平成 25 年）11 月 23 日（土）、24 日（日）  

 

会 場： ビッグサイト TFT ホール（東京都江東区有明） 

〒135-0063 東京都江東区有明三丁目 6 番地 11  

 

テ ー マ： チームで良くする医療の質、質を支える安全学 

 

会 長：    清水 利夫  

 

事務局長： 前原 康宏 

 

学術集会事務局：  第 8 回 医療の質・安全学会学術集会 学術集会事務局  

    〒162-8655 新宿区戸山 1-21-1  

    国立国際医療研究センター病院 医療安全管理室  

参加予定者数： 2,000 名  

   （医師、看護職（管理者を含む）、薬剤師、リスクマネージャー、  

    検査技師、放射線技師、臨床工学技士、その他社会系工学系研究者など）  

 

2．プログラム  

一般演題 （公募）  

特別講演  

シンポジウム  

共催シンポジウム（企業協賛）  

ワークショップ  

共催セミナー  

※プログラムは現段階の予定のため、変更となる場合がございます。  

 

3．会議の日程（予定）  

第 1 日目 11 月 23 日(土) 

・ 開会式 

・ シンポジウム 

・ 特別講演 

・ 共催セミナー（ランチョン、イブニング等） 

・ 一般演題発表 

・ ワークショップ 



・ 医療安全管理者ネットワーク会議 

・ 交流会 

 

第 2 日目 11 月 24 日(日) 

・ 総会 

・ 特別講演 

・ シンポジウム 

・ ワークショップ 

・ 共催セミナー（ランチョン等） 

・ 一般演題発表 

・ 閉会式 

 

注）学会開催期間を通して附設展示会が同会場にて行われます。 

 

 

４．運営準備室 

株式会社プロコムインターナショナル 内  

［担当］ 田中、石田  

〒135-0063 東京都江東区有明三丁目 6 番地 11  

TFT ビル東館 9 階  

TEL：03-5520-8821  FAX：03-5520-8820  

E-mail: qsh8@procomu.jp  

  



寄附金募集要項 

 

１）募金団体の名称   第 8 回 医療の質・安全学会学術集会  

２）代表者            会長  清水 利夫  

（国立国際医療研究センター病院 副院長 医療安全推進部長） 

〒162-8655 新宿区戸山 1-21-1  

国立国際医療研究センター病院 医療安全管理室  

TEL：03-3202-7181  

３）会期       2013 年（平成 25 年）11 月 23 日（土）、24 日（日）  

４）開催場所          ビッグサイト TFT ホール（東京都江東区有明）  

〒135-0063 東京都江東区有明三丁目 6 番地 11  

５）参加予定人数      2,000 名  

６）募金の目的        本会は、医療の質と安全をめぐる諸問題に対して学際複合的な研究を行い、もっ 

て学術の発展に寄与することを目的としております。当該領域は目覚しい進歩を 

遂げ今日に至りましたが、高齢化社会の到来や経済状況の急速な変化に適切に対

応してゆくために、今後益々の英知と実行力が要求されており、本会の発展は広

く社会に寄与するものと考えます。  

７）寄附金の使途      第 8 回 医療の質・安全学会学術集会開催に関する運営資金  

８）募集期間          平成 25 年 3 月～平成 25 年 12 月  

９）募金総額          5,000,000 円  

10）申込方法    趣意書に同意されてご寄附される方は、寄附申込書を運営準備室（プロコムイン 

ターナショナル内）宛に郵送もしくは FAX（03-5520-8820）送信の上、下記口座 

へお振込下さい。  

11）寄附金振込口座     みずほ銀行 早稲田支店 店番号 068 

口座番号 2308761  普通預金   

第 8 回医療の質・安全学会学術集会事務局 

12）学術集会事務局     第 8 回 医療の質・安全学会学術集会事務局   

国立国際医療研究センター病院 医療安全管理室  

〒162-8655 新宿区戸山 1-21-1  

TEL：03-3202-7181  FAX：03-5273-0113   

E-mail: Jsqsh2013office@hosp.ncgm.go.jp 

13) 運営準備室         株式会社プロコムインターナショナル  

［担当］石田、田中 

〒135-0063 東京都江東区有明三丁目 6 番地 11 TFT ビル東館 9 階  

TEL：03-5520-8821   FAX：03-5520-8820   

E-mail: qsh8@procomu.jp  

 



 

【運営準備室  03-5520-8820】  まで、FAX にて返信くださいますようお願い申し上げます。  

 

第 8 回 医療の質・安全学会学術集会 寄附申込書 

 

第 8 回 医療の質・安全学会学術集会 御中  

                                                          平成    年    月    日  

   

第 8 回 医療の質・安全学会学術集会の目的に賛同し、下記金額を寄附金として  

申し込みます。  

 

金                                円  也  

   

御芳名又は法人名：  

 

御    所    属：  

 

御  担  当  者：  

 

御    住    所：  〒  

 

ＴＥＬ：  

ＦＡＸ：  

E-mail：  

     

 

振  込  予  定  日：              年        月        日  

 

振 込 先：みずほ銀行 早稲田支店 店番号 068 

口座番号 2308761  普通預金   

第８回医療の質・安全学会学術集会事務局  

 


